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３月補正予算の概要 

 

１．補正予算の編成の考え方 

  今回の３月補正については、緊急に対応が必要な事業を計上することを基本としつつ、

平成２０年度の最終予算であることから事業の執行に伴う予算の整理を行った。 

 

２．一般会計補正予算（第５号）の概要 

 ① 歳入歳出ともに、上記の考え方に基づき計上した。 

   この結果、補正額３３４，３０４千円を減額し、補正後の一般会計歳入歳出総額が

３２，６９３，１３９千円となった。 

 

② 主な事業 

  ＊地方路線バス交通対策事業補助金 （Ｐ６） ３７，７４９千円 

   浦尻地域整備事業（小高区） （Ｐ６） ２４，７１０千円 

   元金（原発基金繰上償還９０，７０７千円） （Ｐ６） １１０，００４千円 

＊は新規事業 

 

３．特別会計及び企業会計補正予算の概要  

①国民健康保険特別会計（補正第４号） 

今後の保険給付費の見込額の措置及び事業執行による予算の整理を行うもので、補正

額１４８，８８４千円を減額し、補正後の歳入歳出総額が７，４８７，８７３千円とな

った。 

 

②老人保健特別会計（補正第２号） 

今後の医療給付費の見込額を措置するもので、補正額２３９，２０２千円を減額し、

補正後の歳入歳出総額が７０５，３４２千円となった。 

 

③介護保険特別会計（補正第４号） 

今後の保険給付費の見込額の措置及び事業執行による予算の整理を行うもので、補正

額１７６，０４１千円を減額し、補正後の歳入歳出総額が４，１０５，２４９千円とな

った。 

 

④育英資金貸付特別会計（補正第１号） 

貸付額の確定による予算の整理を行うもので、補正額２，３７１千円を減額し、補正

後の歳入歳出総額が６６，５５５千円となった。 

 

⑤簡易水道事業特別会計（補正第２号） 

事業執行による予算の整理を行うもので、補正額６，０５２千円を減額し、補正後の

歳入歳出総額が１５３，８１３千円となった。 

 

⑥亜炭鉱害復旧施設維持管理事業特別会計（補正第１号） 

事業執行による予算の整理を行うもので、補正額１１，６８６千円を減額し、補正後

の歳入歳出総額が１６，７３５千円となった。 

 

⑦農業集落排水事業特別会計（補正第２号） 

事業執行による予算の整理を行うもので、補正額１，７２７千円を減額し、補正後の

歳入歳出総額が２１５，４３４千円となった。 
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⑧工場用地等整備事業特別会計（補正第１号） 

事業執行による予算の整理を行うもので、補正額１７，７３０千円を減額し、補正後

の歳入歳出総額が１３６，７１４千円となった。 

 

⑨公共用地先行取得事業特別会計（補正第１号） 

繰上償還による予算の整理を行うもので、補正額２，２１６千円を減額し、補正後の

歳入歳出総額が２７１，１９２千円となった。 

 

⑩太田財産区特別会計（補正第１号） 

事業執行による積立金を措置するもので、補正額７８千円を増額し、補正後の歳入歳

出総額が１，１８９千円となった。 

 

⑪後期高齢者医療特別会計（補正第２号） 

保険料軽減対策システム改修および事業執行による予算の整理を行うもので、補正額

１１５，７４６千円を減額し、補正後の歳入歳出総額が６０３，５９５千円となった。 

 

⑫水道事業会計（補正第２号） 

収益的収支においては、収益的収入で給水収益の増、収益的支出で事業執行による予

算の整理を行うもので、１８，０９２千円を減額し、補正後の支出総額が８４３，０３

７千円となった。 

資本的支出は、高速道関連工事での繰延べなどにより８５，４２０千円を減額し、補

正後の支出総額が５９６，６２４千円となった。 

 

⑬病院事業会計（補正第３号） 

収益的収支においては、収益的収入で医業収益の減、収益的支出で給与費などの減に

より３１，６６２千円を減額し、補正後の支出総額が４,２３４，５２５千円となった。 

資本的支出は、退職給与金などの増により９，５００千円を増額し、補正後の支出総

額が１,５３７，６３６千円となった。 

 

⑭訪問看護事業会計（補正第１号） 

事業廃止に向けた予算の整理を行うもので、収益的収入で事業収益の減、収益的支出

で特別損失の増などにより１，１９３千円を増額し、補正後の支出総額が３３，３９０

千円となった。 

 

⑮工業用水道事業会計（補正第２号） 

収益的収支においては、収益的収入で工業用水道料金の増、収益的支出で原水浄配水

費の減などにより、１６，９４６千円を減額し、補正後の支出総額が３７９，００３千

円となった。 

資本的支出は、改良工事費の減などにより、２，８５９千円を減額し、補正後の支出

総額が２７０，５６４千円となった。 

 

⑯下水道事業会計（補正第２号） 

収益的収支においては、収益的収入で下水道使用料の減、収益的支出で維持管理業務

委託などの減により、１，２９１千円を減額し、補正後の支出総額が１，３８４，３７

９千円となった。 

資本的支出は、管渠整備費の減などにより、３８，８６６千円を減額し、補正後の支

出総額が２，１７９，９６１千円となった。 


